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１
　
緒
　
言

『
義
太
夫
　
名
人
の
型
』
は
、
文
楽
三
味
線
の
二
代
目
鶴
沢
清
八
に
よ
る
弾
き
語
り
を
収
録
し
た
レ
コ
ー
ド
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
放

送
文
化
研
究
所
『
放
送
文
化
財
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
保
存
目
録
（
昭
和
四
十
一
年
一
月
一
日
現
在
）』（
以
下
、
一
九
六
六
年
版
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
保
存

目
録
』）
な
ど
に
よ
っ
て
、「
風
の
解
説
と
実
演

（（
１１
））

」
の
名
称
で
知
ら
れ
て
い
た
演
奏
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

録
音
は
、
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
収
集
家
と
し
て
高
名
な
安
原
仙
三
の
委
嘱
で
行
わ
れ
た
。
安
原
仙
三
本
人
の
手
控
え
と
思
わ
れ
る
『
安
原

レ
コ
ー
ド
覚
書

（（
２２
））

』（
以
下
『
覚
書
』）
に
拠
れ
ば
、
そ
の
レ
コ
ー
ド
は
、
ア
セ
テ
ー
ト
盤
（
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）
に
吹
き
込
ま
れ

た
私
家
盤
で
あ
っ
た
と
い
う
。
安
原
仙
三
旧
蔵
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
（
以
下
、
安
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
は
、
現
在
、
そ
の
大
半
が
東
京
文
化

財
研
究
所
芸
能
部
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
（
当
時
）
が
、
昭
和
三
十
五
年
度
に
文
部
省
の
機
関
研
究
費
の
交

付
を
受
け
、
一
括
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。『
義
太
夫
　
名
人
の
型
』
は
、
レ
コ
ー
ド
自
体
に
つ
い
て
は
所
在
の
確
認
が
で
き
な
い

（（
３３
））

の
だ

が
、
録
音
内
容
そ
の
も
の
は
、
七
イ
ン
チ
の
オ
ー
プ
ン
テ
ー
プ
四
本
に
媒
体
変
換
さ
れ
た
形
（
昭
和
四
十
年
代
前
半
頃
作
成
か
）
で
現
存

す
る
。

ア
セ
テ
ー
ト
盤
（
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）
と
は
、
ア
ル
ミ
基
盤
に
合
成
樹
脂
（
多
く
は
セ
ル
ロ
イ
ド
）
を
塗
布
し
音
溝
を
刻
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
商
品
と
し
て
一
般
化
し
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が
民
生
用
録
音
媒
体
の
主
流
と
な
る

昭
和
四
十
年
代
ま
で
は
、
安
価
で
簡
便
な
録
音
再
生
方
式
と
し
て
、
音
楽
の
発
表
会
の
記
録
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
広
く
普
及
し
て
い
た
。

た
だ
し
、
再
生
可
能
回
数
は
多
く
が
百
数
十
回
程
度
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
耐
久
性
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。
事
実
、
当
研
究
所
芸
能
部
で
現

在
所
蔵
し
て
い
る
ア
セ
テ
ー
ト
盤
の
中
に
は
、
盤
面
が
荒
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
ば
か
り
か
、
ア
ル
ミ
基
盤
か
ら
セ
ル
ロ
イ
ド
が
剥
離
し
、

再
生
不
可
能
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
相
当
数
存
在
す
る
。
オ
ー
プ
ン
テ
ー
プ
に
転
写
さ
れ
た
録
音
か
ら
も
、
冒
頭
あ
る
い
は
末
尾
で
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既
に
再
生
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
面
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
再
生
時
の
針
音
ノ
イ
ズ
で
聞
き
取
り
難
く
な
っ
て
い
る

箇
所
も
少
な
く
な
い
。
媒
体
変
換
の
時
点
で
、
か
な
り
盤
面
の
劣
化
が
進
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
経
年
変
化
で
セ
ル
ロ
イ
ド
が
も
ろ

く
な
っ
た
ア
セ
テ
ー
ト
盤
は
、
レ
コ
ー
ド
針
に
よ
る
再
生
に
よ
っ
て
、
文
字
通
り
盤
面
が
削
ら
れ
て
し
ま
う
。
再
生
の
度
に
盤
面
は
確
実

に
劣
化
す
る
の
で
あ
る
。
更
な
る
盤
面
劣
化
へ
の
懸
念
か
ら
、
当
時
は
最
も
安
定
的
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
オ
ー
プ
ン
テ
ー
プ
に
転
写
し

た
の
で
あ
ろ
う

（（
４４
））

。

東
京
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
で
は
、
平
成
十
五
年
度
よ
り
所
蔵
オ
ー
プ
ン
テ
ー
プ
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
る
。『
義
太
夫
　
名
人

の
型
』
は
、
そ
の
過
程
で
所
蔵
が
再
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
今
日
ま
で
詳
細
な
紹
介
が
な
さ
れ
る
機
会
の
な
か
っ
た
こ

の
録
音
に
つ
い
て
、
概
要
を
報
告
し
た
い
。

２
　
収
録
年
時
と
名
称

ま
ず
は
奏
演
者
の
略
歴
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
二
代
目
鶴
沢
清
八
は
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
三
月
十
一
日
生
れ
（
本

名
奥
田
徳
松
）
で
、
明
治
二
十
三
年
に
三
代
目
鶴
沢
清
六
（
当
時
三
代
目
鶴
沢
鶴
太
郎
）
に
入
門
し
た
。
初
名
は
二
代
目
鶴
沢
鶴
五
郎
、

初
舞
台
は
同
二
十
三
年
五
月
の
御
霊
文
楽
座
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
三
十
二
年
二
月
に
四
代
目
鶴
沢
鶴
太
郎
、
大
正
二
年
（
一
九
一

三
）
正
月
に
四
代
目
鶴
沢
叶
の
改
名
を
経
て
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
二
代
目
鶴
沢
清
八
を
襲
名
す
る
。
不
運
な
こ
と
に
、
昭
和
二

十
年
に
両
手
を
傷
め
、
さ
ら
に
片
目
を
失
明
す
る
が
、
翌
年
二
月
文
楽
座
に
復
帰
し
、
昭
和
二
十
六
年
に
は
因
協
会
三
味
線
筆
頭
と
な
っ

た
。
昭
和
三
十
四
年
正
月
を
最
後
に
舞
台
を
退
き
、
昭
和
四
十
五
年
一
月
十
六
日
に
歿
し
た
。
芸
談
に
茶
谷
半
次
郎
に
よ
る
『
鶴
沢
叶
・

聞
書

（（
５５
））

』
が
あ
る
。
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『
義
太
夫
名
人
の
型
』
の
録
音
は
、『
覚
書
』
に
拠
れ
ば
、
神
戸
元
町
の
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

（（
６６
））

に
お
い
て
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）

十
二
月
二
十
日
と
翌
二
十
五
年
五
月
二
十
八
日
の
二
回
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
録
音
の
規
模
は
、
両
日
と
も
ア
セ
テ
ー
ト
盤
一
七
枚
（
三

四
面
）
に
及
ん
だ
。

こ
の
録
音
の
名
称
に
関
し
て
、
実
は
『
覚
書
』
に
は
記
載
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、『
義
太
夫
　
名
人
の
型
　
第
二
回
』
と
題
さ
れ
た
謄

写
版
刷
り
の
小
冊
子

（（
７７
））

が
存
在
す
る
。
内
容
は
、
第
二
回
録
音
を
文
字
化
・
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
安
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
歌
詞

カ
ー
ド
や
レ
コ
ー
ド
解
説
書
等
々
と
一
束
で
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
安
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
購
入
時
に
当
研
究
所
芸
能
部
へ
所
蔵
が

移
管
さ
れ
た
資
料
の
一
つ
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
人
直
筆
の
謄
写
版
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
資
料
の
出
自
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
そ

の
作
成
に
は
安
原
仙
三
が
関
わ
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
第
二
回
録
音
で
は
、
演
奏
を
終
え
た
清
八
に
対
し
て

そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
後
、
安
原
仙
三
自
身
が
「
名
人
の
型
の
第
二
回
の
録
音
は
昭
和
二
十
五
年
五
月
二
十
九
日

（（
８８
））

で
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

述
べ
て
い
る
。
遅
く
と
も
、
第
二
回
の
録
音
時
に
は
「
名
人
の
型
」
と
の
命
名
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

第
一
回
録
音
で
は
、
録
音
全
体
の
名
称
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
も
の
の
、
同
時
期
の
口
述
と
思
わ
れ
る
安
原
仙
三
の
解
説

（（
９９
））

に
は
、

次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

義
太
夫
節
に
は
譜
と
い
う
独
特
の
楽
譜
が
あ
り
ま
し
て
、
一
応
、
節
な
り
手
順
な
り
は
こ
れ
で
わ
か
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、

義
太
夫
節
で
最
も
重
く
見
ら
れ
る
「
間
」
と
か
「
足
取
り
」「
イ
キ
」
等
は
譜
で
は
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。
ま
た
こ
れ

ら
は
、
各
名
人
に
独
特
の
工
夫
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
を
各
名
人
の
型

・・

・・

・・

・・

と
申
し
ま
す
。
こ
の
型
は
ど
う
し
て
も
レ
コ
ー
ド
で
な
い
と

遺
せ
ま
せ
ん
。（
傍
点
引
用
者
）

こ
と
に
よ
る
と
、
第
一
回
録
音
の
時
点
で
は
明
確
な
名
称
は
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
仮
に
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
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て
も
、
安
原
仙
三
本
人
の
発
言
と
、
第
二
回
録
音
に
関
わ
る
謄
写
版
刷
り
小
冊
子
の
題
名
か
ら
、
レ
コ
ー
ド
の
総
称
を
『
義
太
夫
　
名
人

の
型
』
と
す
る
こ
と
に
大
き
な
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

安
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
（
当
時
）
が
購
入
す
る
以
前
、
相
当
の
枚
数
が
複
製
に
よ
っ
て
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
音
の
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
」
に
収
集
さ
れ
て
い
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
平
円
盤
の
形
状
に
複
製
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
と
収
集
内
容
は
、
矢
成
政

朋
「
安
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
の
複
製
に
つ
い
て

（（
1100
））

」
に
詳
し
い
。
矢
成
政
朋
の
報
告
に
拠
れ
ば
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
の
複
製
が
作
成
さ
れ
た

の
は
、
昭
和
二
十
七
年
度
で
あ
っ
た
と
い
う
。
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、『
義
太
夫
　
名
人
の
型
』
は
一
九
六
六
年
版
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
保
存

目
録
』
等
に
よ
っ
て
、「
風
の
解
説
と
実
演
」
の
名
称
で
知
ら
れ
て
き
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
の
存
在
を
、
い
わ
ば
最
初

に
紹
介
し
た
矢
成
政
朋
の
報
告
に
は
、
弾
き
語
り
全
体
の
名
称
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。「
風
の
解
説
と
実
演
」
と
の
名
称
が
何
時
頃
か
ら

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
未
確
認
で
あ
る
。
こ
の
呼
称
は
現
在
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
放
送
文
化
研
究
所
『
放
送
文
化
財
保
存
目
録
』

で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
は
、
所
蔵
す
る
録
音
を
目
録
化
す
る
に
際
し
て
付
さ
れ
た
仮
題
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

３
　
演
目
と
奏
演
箇
所

義
太
夫
節
浄
瑠
璃
の
「
各
名
人
に
独
特
の
工
夫
」
で
あ
る
「
名
人
の
型
」
を
レ
コ
ー
ド
で
遺
す
の
が
安
原
仙
三
の
企
図
し
た
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
清
八
が
第
一
回
録
音
で
取
り
上
げ
た
「
名
人
」
お
よ
び
演
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
収
録
演
目
の
配
列
は

『
覚
書
』
に
従
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
順
番
で
演
奏
し
、
デ
ィ
ス
ク
に
収
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
演
目
の
表
記
は
、
原
盤
が
所
在
不
明

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
主
と
し
て
現
行
文
楽
の
上
演
外
題
で
示
す
こ
と
と
し
た
。
作
品
外
題
以
外
は
私
に
付
し
た
仮
題
で
あ
る
。
収
録
時

間
は
、
無
音
箇
所
の
削
除
等
、
整
形
を
施
し
た
後
の
大
凡
の
分
数
で
あ
る
。
第
何
面
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
【

】
内
に

示
し
た
。
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■
第
一
回
録
音
■

序
言
（
鶴
沢
清
八
）

収
録
時
間
﹇
〇
・
五
﹈

【
１
】

義
太
夫
節
解
説
１
（
鶴
沢
清
八
）

収
録
時
間
﹇
七
・
五
﹈

【
１
│
３
】

『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
道
明
寺
　
　
　
五
代
目
竹
本
弥
太
夫
の
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
録
時
間
﹇
二
四
・
五
﹈

解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
３
】

「
は
や
刻
限
ぞ
と
御
前
の
こ
し
ら
え
」
〜
「
泣
か
ぬ
別
れ
ぞ
哀
れ
な
る
」

【
３
│
４
】

「
覚
寿
は
と
つ
か
は
輿
の
戸
の
」
〜
「
残
る
威
徳
ぞ
あ
り
が
た
き
」

【
５
│
９
】

解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
９
】

『
紙
子
仕
立
両
面
鑑
』
大
文
字
屋
　
　
五
代
目
竹
本
弥
太
夫
の
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
録
時
間
﹇
二
七
・
五
﹈

解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
10
】

「
引
き
明
け
入
り
に
け
り
既
に
日
も
暮
れ
飯
炊
き
が
」
〜
「
大
戸
下
せ
ど
落
付
か
ぬ
胸
の
算
用
と
つ
お
い
つ
」

「
既
に
日
も
暮
れ
飯
炊
き
が
灯
す
勝
手
の
」
〜
「
堪
忍
せ
ぬ
も
の
と
む
せ
返
り
た
る
口
説
き
泣
き
」

【
11
│
13
】

「
人
に
指
差
し
笑
は
れ
る
も
」
〜
「
そ
れ
が
悲
し
い
悲
し
い
と
口
説
き
歎
く
ぞ
い
ぢ
ら
し
き
」

【
14
│
15
】

「
母
親
は
気
を
付
け
て
こ
れ
は
し
た
り
」
〜
「
そ
の
金
は
権
八
に
コ
リ
ヤ
大
き
な
声
す
な
ァ
い
」

【
15
│
16
】

解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
16
│
17
】

『
伊
賀
越
道
中
双
六
』
岡
崎
　
　
　
　
五
代
目
竹
本
弥
太
夫
の
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
録
時
間
﹇
三
一
・
五
﹈

解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
17
】

「
引
き
立
て
入
り
に
け
る
既
に
そ
の
夜
も
し
ん
し
ん
と
」
〜
「
掻
き
立
て
掻
き
立
て
打
ち
眺
め
」

【
17
│
21
】

解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
22
】
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「
人
の
詞
も
せ
め
て
の
頼
み
火
影
を
力
戸
口
に
這
ひ
寄
り
」
〜
「
南
無
阿
弥
陀
仏
も
口
の
内
」

【
23
│
25
】

解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
26
】

『
心
中
天
の
網
島
』
河
庄
　
　
　
　
　
二
代
目
鶴
沢
重
造
の
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
録
時
間
﹇
二
四
・
五
﹈

解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
27
】

「
天
満
に
年
経
る
千
早
振
る
」
〜
「
身
は
空
蝉
の
脱
殻
や
格
子
に
抱
付
き
あ
せ
り
泣
き
」

【
27
│
28
】

解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
29
】

「
奥
に
は
客
が
大
あ
く
び
」
〜
「
絞
る
袂
は
雨
露
の
膝
に
も
た
れ
て
泣
き
ゐ
た
る
」

【
29
│
33
】

解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
33
】

義
太
夫
節
解
説
２
（
鶴
沢
清
八
）

収
録
時
間
﹇
二
・
〇
﹈

【
34
】

跋
言
（
鶴
沢
清
八
・
安
原
仙
三
）

収
録
時
間
﹇
一
・
五
﹈

弾
き
語
り
の
合
い
間
で
解
説
を
し
て
い
る
の
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
清
八
で
あ
る
。【
10
】
の
「
大
文
字
屋
」
奏
演
箇
所
は
三
重
の

「
引
き
明
け
入
り
に
け
り
」
以
外
は
【
11
】
と
重
複
し
て
い
る
。
な
お
、「
河
庄
」
に
つ
い
て
清
八
は
【
27
】
で
「
上
町
の
重
造
、
そ
の
方

の
型
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。「
上
町
の
重
造
」
と
は
二
代
目
鶴
沢
重
造
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

参
考
ま
で
に
、
第
一
回
【
１
│
３
】
と
【
34
】
の
義
太
夫
節
解
説
で
例
示
の
た
め
に
清
八
が
弾
き
語
り
を
し
て
い
る
奏
演
部
分
を
掲
出
す

る
。【
26
】
の
後
半
で
も
、
義
太
夫
節
の
曲
節
解
説
へ
と
話
題
が
転
じ
て
い
る
の
で
併
せ
て
掲
げ
て
お
く
こ
と
と
し
た
。

曲
節
の
種
類
　
収
録
演
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奏
演
箇
所

播
磨
地
　
　
　
『
伽
羅
先
代
萩
』
御
殿
　
　
　
　
「
幼
け
れ
ど
も
天
然
に
太
守
の
心
備
は
り
て
」

【
１
】
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〃
　
　
　
　
『
双
蝶
々
曲
輪
日
記
』
引
窓
　
　
「
お
早
は
始
終
物
案
じ
差
し
う
つ
む
い
て
居
た
り
し
が
」

大
和
地
　
　
　
『
恋
女
房
染
分
手
綱
』
重
の
井
　
「
お
側
の
衆
に
囃
さ
れ
て
」
〜
「
サ
ア
サ
ア
行
か
う
早
行
か
う
」

河
内
地
　
　
　
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
佐
太
村
　
「
兄
弟
夫
婦
引
き
別
れ
」
〜
「
刀
片
手
に
に
つ
こ
と
笑
ひ
」

【
２
】

西
風
　
　
　
　
『
艶
容
女
舞
衣
』
酒
屋
　
　
　
　
「
謝
り
い
つ
た
る
挨
拶
に
園
も
う
じ
う
じ
手
を
つ
か
え
」

東
風
　
　
　
　
『
本
朝
廿
四
孝
』
十
種
香
　
　
　
「
位
牌
に
向
ひ
手
を
合
は
せ
」

【
３
】

綱
太
夫
節
　
　
『
花
上
野
誉
碑
』
志
度
寺
　
　
　
「
こ
こ
か
ら
拝
ん
で
」

【
26
】

組
太
夫
節
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
い
る
ぞ
や
と
伏
し
」

ハ
ル
ギ
ン
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
固
唾
を
の
ん
だ
る
」

伐
害
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
い
か
に
頑
是
が
無
い
と
て
も
」

〃

『
箱
根
霊
験
躄
仇
討
』
阿
弥
陀
寺
「
ば
か
り
は
勝
五
郎
」

〃

『
壺
阪
霊
験
記
』
沢
市
内
　
　
　
「
心
も
細
か
ら
ぬ
」

表
具
重
ね
　
　
『
義
経
千
本
桜
』
鮓
屋
　
　
　
　
「
栄
華
の
昔
父
の
事
思
ひ
出
だ
さ
れ
御
膝
に
」

【
34
】

播
磨
重
ね
　
　
『
傾
城
反
魂
香
』
将
監
閑
居
　
　
「
将
監
も
不
憫
さ
の
共
に
心
は
乱
る
れ
ど
」

続
い
て
、
第
二
回
録
音
の
演
目
を
掲
げ
る
。
配
列
は
第
一
回
と
同
様
『
覚
書
』
に
従
う
。
解
説
部
分
は
、
菅
原
「
佐
太
村
」
冒
頭
の
み
、

序
言
を
か
ね
て
安
原
仙
三
が
行
っ
て
い
る
。
蝶
花
形
「
小
坂
部
館
」
は
、
忠
臣
蔵
「
山
科
閑
居
」
の
最
終
面
【
32
】
で
安
原
仙
三
が
録
音

終
了
の
辞
を
述
べ
た
後
の
【
33
│
34
】
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
時
間
の
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
無
し
で
追

加
録
音
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

（（
1111
））

。
実
際
、『
義
太
夫
　
名
人
の
型
』
の
録
音
全
体
で
も
「
小
坂
部
館
」
奏
演
箇
所
だ
け
が
余
り
に
も

断
片
的
で
あ
る
。
先
に
言
及
し
た
謄
写
版
刷
り
小
冊
子
で
は
、「
山
科
閑
居
」
の
解
説
や
終
了
後
の
挨
拶
・
他
を
「
小
坂
部
館
」
の
後
ろ
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に
移
動
す
る
と
い
う
編
集
が
施
さ
れ
て
い
た
。

■
第
二
回
録
音
■

『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
佐
太
村
　
　
　
三
代
目
竹
本
大
隅
太
夫
の
型
　
　
　
　
　
　
　
　
収
録
時
間
﹇
二
五
・
五
﹈

序
言
・
解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
１
】

「
兄
弟
夫
婦
に
引
き
別
れ
取
り
残
さ
れ
し
」
〜
「
佐
太
の
社
の
旧
跡
も
神
の
恵
み
と
知
ら
れ
け
る
」

【
１
│
７
】

解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
７
】

『
恋
飛
脚
大
和
往
来
』
新
口
村
　
　
　
竹
本
摂
津
大
掾
の
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
録
時
間
﹇
一
八
・
五
﹈

解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
８
】

「
落
人
の
た
め
か
や
今
は
冬
枯
れ
て
」
〜
「
親
達
の
家
来
も
同
然
マ
ア
マ
ア
こ
こ
へ
と
門
の
口
」

【
８
│
９
】

解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
９
│
10
】

「
恩
あ
る
養
子
親
妙
閑
様
や
」
〜
「
ま
一
度
し
み
じ
み
会
い
た
い
と
人
目
な
け
れ
ば
」

【
11
】

解
説

「
ま
一
度
し
み
じ
み
会
い
た
い
と
人
目
な
け
れ
ば
」
〜
「
ホ
ウ
雪
が
降
る
そ
う
な
と
奥
の
」

解
説

「
孫
右
衛
門
は
飛
び
立
つ
嬉
し
さ
」
〜
「
安
方
な
ら
で
安
き
気
も
涙
々
の
浮
世
な
り
」

【
12
】

解
説

『
苅
萱
桑
門
筑
紫

』
高
野
山
　
　
　
竹
本
摂
津
大
掾
の
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
録
時
間
﹇
二
〇
・
五
﹈

解
説
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「
行
く
空
の
雲
間
に
近
き
八
葉
の
」
〜
「
誓
ひ
も
立
て
た
る
恩
愛
も
せ
こ
こ
ぞ
と
思
ひ
よ
そ
よ
そ
し
く
」

【
13
│
16
】

「
お
こ
と
が
尋
ぬ
る
繁
氏
入
道
こ
の
山
に
」
〜
「
引
か
る
る
縁
の
友
綱
や
見
え
つ
隠
れ
つ
慕
ひ
行
く
」

【
16
│
17
】

『
和
田
合
戦
女
舞
鶴
』
市
若
初
陣
　
　
竹
本
摂
津
大
掾
の
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
録
時
間
﹇
一
二
・
〇
﹈

解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
18
】

「
時
を
ぞ
移
す
内
程
な
く
一
子
市
若
丸
」
〜
「
切
れ
し
を
後
の
思
ひ
と
も
知
ら
で
親
子
は
勇
み
」

【
18
│
21
】

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
山
科
閑
居
　
　
竹
本
摂
津
大
掾
の
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
録
時
間
﹇
三
八
・
〇
﹈

「
引
き
立
て
入
り
に
け
る
人
の
心
の
奥
深
き
」
〜
「
尺
八
も
共
に
ひ
つ
そ
と
静
ま
り
し
が
」

【
21
│
31
】

解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
32
】

跋
言
（
鶴
沢
清
八
・
安
原
仙
三
）

収
録
時
間
﹇
一
・
〇
﹈

『
蝶
花
形
名
歌
島
台
』
小
坂
部
館
　
　
三
代
目
竹
本
越
路
太
夫
の
型
　
　
　
　
　
　
　
　
収
録
時
間
﹇
八
・
〇
﹈

解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
33
】

「
秋
は
殊
更
物
寂
し
千
草
に
す
だ
く
虫
な
ら
で
台
子
の
釜
の
音
澄
み
し
」

解
説

「
ハ
ツ
と
ば
か
り
に
詞
な
く
目
に
は
涙
の
玉
手
箱
明
け
て
悔
し
き
思
ひ
な
り
」

「
ア
イ
祖
父
様
が
味
方
に
付
い
て
下
さ
れ
ず
ば
」
〜
「
紐
を
と
く
や
ら
解
く
や
ら
上
着
脱
が
せ
ば
」

【
34
】

解
説

「
耳
に
も
か
け
ず
音
近
は
床
に
直
せ
し
鼓
取
り
上
げ
」
〜
「
用
意
よ
く
ば
と
打
ち
鳴
ら
す
」

解
説

「
又
も
聞
こ
ゆ
る
攻
め
太
鼓
」
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解
説

当
研
究
所
芸
能
部
所
蔵
オ
ー
プ
ン
テ
ー
プ
で
は
、
第
二
回
録
音
に
つ
い
て
の
み
、
転
写
時
に
編
集
が
行
わ
れ
た
ら
し
く
、「
佐
太
村
」・

「
市
若
初
陣
」・「
新
口
村
」・「
山
科
閑
居
」・「
高
野
山
」・「
小
坂
部
館
」
の
順
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
明
確
で

な
い
。

矢
成
政
朋
の
報
告
（
前
出
）
は
、
作
品
紹
介
の
曲
順
に
つ
い
て
は
第
一
回
・
第
二
回
と
も
に
『
覚
書
』
の
配
列
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ

し
、「
小
坂
部
館
」
が
欠
落
し
て
い
る
。
一
方
、
一
九
六
六
年
版
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
保
存
目
録
』
は
、
第
二
回
の
曲
順
が
『
覚
書
』
と
は
異
な
る

（（
1122
））

上
に
、「
小
坂
部
館
」
の
代
わ
り
に
「
佐
太
村
」
を
欠
く
。
後
年
の
『
放
送
文
化
財
保
存
目
録
』
で
も
、
清
八
が
弾
き
語
り
を
し
た
演
目

か
ら
は
「
佐
太
村
」
が
欠
落
し
て
い
る
。
放
送
文
化
財
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
実
際
の
現
況
は
未
確
認
で
あ
る
。
単
な
る
目
録
作
成
時
の
遺
漏

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
各
面
の
収
録
時
間
か
ら
、
原
盤
の
規
格
は
、
当
時
は
最
も
一
般
的
で
あ
っ
た
七
イ
ン
チ
三
三
回
転
の
デ
ィ
ス
ク
で
は
な
か
っ
た

か
と
推
測
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

４
　
第
一
回
録
音

清
八
は
若
い
頃
か
ら
大
変
な
勉
強
家
で
あ
っ
た
。
稽
古
を
受
け
た
時
だ
け
で
は
な
く
、
興
行
中
に
は
舞
台
裏
で
、
先
師
た
ち
の
演
奏
を

覚
え
る
た
め
、
本
に
朱
を
書
き
入
れ
て
い
た
と
い
う
話
が
前
出
『
鶴
沢
叶
・
聞
書
』（
以
下
『
叶
聞
書
』）
に
は
度
々
出
て
く
る
。
そ
う
し

た
自
筆
の
書
き
入
れ
本
を
手
に
、
清
八
は
録
音
に
臨
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

第
一
回
録
音
で
清
八
が
「
型
」
を
演
奏
し
た
「
名
人
」
は
、
五
代
目
竹
本
弥
太
夫
と
二
代
目
鶴
沢
重
造
の
二
人
で
あ
っ
た
。
今
日
で
は
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論
じ
ら
れ
る
機
会
が
少
な
い
太
夫
と
三
味
線
で
あ
る
。
こ
の
内
、
後
者
の
弥
太
夫
に
つ
い
て
は
、
数
多
く
の
思
い
出
話
や
逸
話
が
『
叶
聞

書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
清
八
が
弥
太
夫
を
「
名
人
」
と
し
て
取
り
上
げ
た
理
由
は
、
そ
の
芸
談
に
明
ら
か
で
あ
る
。

五
代
目
竹
本
弥
太
夫
（
一
八
三
七-

一
九
〇
六
）
は
、
清
八
が
賞
賛
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
太
夫
の
一
人
で
あ
っ
た
。

情
を
語
る
と
申
し
ま
す
の
は
、
役
々
の
性
格
を
語
り
分
け
、
役
々
の
喜
怒
哀
楽
の
情
を
真
実
に
そ
の
役
に
な
り
き
つ
て
語
る
と
い
ふ

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
近
世
で
、
私
の
存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
は
、
五
代
目
の
弥
太
夫
さ
ん
〈
中
略
〉
が
こ
の
情
語
り
の
名
人
で
あ

り
ま
し
た
。
お
声
は
悪
声
と
申
し
上
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
情
の
よ
ろ
し
か
つ
た
こ
と
何
と
も
い
へ
ま
せ
ん
で
し
た
。

弥
太
夫
さ
ん
の
語
り
物
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
よ
ろ
し
か
つ
た
と
こ
ろ
を
申
し
上
げ
れ
ば
、
い
く
ら
で
も
お
話
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

弥
太
夫
さ
ん
は
情
を
語
る
と
い
ふ
こ
と
で
は
、
わ
け
て
申
し
上
げ
れ
ば
世
話
物
と
、
時
代
物
で
も
世
話
が
か
つ
た
も
の
に
か
け
て
は

近
世
稀
な
る
名
人
で
お
有
り
に
な
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

無
論
、
五
代
目
弥
太
夫
に
対
す
る
評
価
の
高
さ
は
、
清
八
個
人
に
限
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
弥
太
夫
は
玄
人
受
け
の
す
る
渋
い
芸
の

浄
瑠
璃
語
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

明
治
に
入
つ
て
斯
道
の
模
範
と
も
称
す
べ
き
人
に
は
弥
太
夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
る
。
此
の
人
実
に
古
今
の
悪
声
に
し
て
前

受
け
太
だ
悪
く
、
一
部
の
聴
客
に
は
悦
ば
れ
ざ
り
し
と
雖
も
、
研
究
心
の
強
き
こ
と
は
人
一
倍
に
し
て
、
浄
瑠
璃
を
大
事
に
語
る
と

云
ふ
点
に
於
て
は
、
他
の
太
夫
の
企
て
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
の
熱
誠
が
あ
つ
た
。〈
中
略
〉
一
句
の
語
り
方
、
一
度
の
扇
柏
子
の
入
れ

方
に
ま
で
注
意
し
、
斯
く
し
て
浄
瑠
璃
の
意
味
を
語
り
、
情
を
語
る
と
云
ふ
事
に
付
い
て
苦
心
を
重
ね
て
居
た
の
で
あ
つ
た
。
弥
太

夫
は
実
に
台
詞
語
り
と
し
て
は
、
明
治
時
代
に
於
け
る
第
一
人
者
と
称
せ
ら
る
。
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五
代
目
に
し
て
即
ち
今
の

弥
太
夫
の
先
代
で
あ
る
。



秋
山
清
『
義
太
夫
大
鑑
』
大
阪
屋
号
書
店
（
一
九
一
七
・
一
二
）
か
ら
の
一
節
で
あ
る
。
清
八
が
弥
太
夫
の
芸
に
つ
い
て
語
っ
た
内
容

と
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
清
八
自
身
は
、
五
代
目
弥
太
夫
の
実
際
の
舞
台
を
知
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
弥
太
夫
の
現
役
時
代
、
二
人
の
間
に

は
ほ
と
ん
ど
接
点
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
弥
太
夫
は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
に
文
楽
座
を
退
き
、
一
時
期
芝
居
か
ら
遠
ざ
か

る
。
清
八
が
文
楽
座
の
初
舞
台
を
踏
ん
だ
の
は
明
治
二
十
三
年
五
月
で
あ
っ
た
。
長
く
休
養
し
て
い
た
弥
太
夫
が
彦
六
座
の
後
身
で
あ
る

稲
荷
座
に
紋
下
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
の
が
明
治
二
十
七
年
二
月
、
と
こ
ろ
が
、
清
八
は
滅
多
に
稲
荷
座
へ
は
行
く
こ
と
が
な
か
っ
た

（（
1133
））

と

い
う
。
二
代
目
豊
沢
団
平
が
明
治
三
十
一
年
に
歿
す
る
と
、
清
八
の
師
匠
で
あ
る
三
代
目
清
六
（
当
時
三
代
目
叶
）
は
三
代
目
大
隅
太
夫

の
相
三
味
線
と
し
て
稲
荷
座
へ
出
座
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
清
八
自
身
は
文
楽
座
に
留
ま
っ
て
い
た
。
弥
太
夫
の
引
退
は
、
団
平
歿

の
翌
年
、
明
治
三
十
二
年
で
あ
っ
た
。

引
退
後
の
弥
太
夫
は
素
人
を
相
手
に
義
太
夫
の
稽
古
を
し
て
い
た

（（
1144
））

。
清
八
が
弥
太
夫
の
知
遇
を
得
た
の
は
、
三
代
目
鶴
五
郎
か
ら
四
代

目
鶴
太
郎
に
改
名
し
た
明
治
三
十
二
年
頃
、
弥
太
夫
の
「
連
中
」（
浄
瑠
璃
の
稽
古
を
受
け
て
い
る
素
人
の
旦
那
衆
・
贔
屓
衆
の
意
で
清

八
は
用
い
て
い
る
）
の
一
人
、
一
宝

（（
1155
））

の
贔
屓
に
与
り
、
そ
の
三
味
線
を
弾
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

一
宝
さ
ん
は
大
の
弥
太
夫
さ
ん
の
崇
拝
で
〈
中
略
〉
弥
太
夫
さ
ん
ソ
ツ
ク
リ
に
演
ら
れ
る
の
で
、
会
に
出
ら
れ
る
と
、
な
か
な
か
人

気
が
あ
り
ま
し
た
。〈
中
略
〉
一
宝
さ
ん
の
三
味
線
を
弾
く
や
う
に
な
つ
て
か
ら
、
一
宝
さ
ん
は
弥
太
夫
さ
ん
に
習
は
れ
た
も
の
を

よ
く
お
演
り
に
な
り
ま
す
し
、
私
は
文
楽
座
の
方
で
し
た
か
ら
〈
中
略
〉
時
々
合
は
ぬ
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
勉
強
す
る

た
め
、
弥
太
夫
さ
ん
の
お
稽
古
を
聴
か
し
て
戴
き
に
、
私
は
常
吉
さ
ん
の
お
宅
へ
あ
が
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
常
吉
さ
ん
」
と
は
弥
太
夫
の
「
連
中
」
の
一
人
、
常
吉
八
郎
兵
衛
で
あ
る
。
当
時
、
弥
太
夫
は
常
吉
の
家
を
稽
古
場
に
し
て
い
た

（（
1166
））

。
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清
八
は
そ
こ
で
初
め
て
弥
太
夫
の
稽
古
を
聞
く
こ
と
に
な
る
。

恰
度
、「
大
文
字
屋
」
の
お
稽
古
が
は
じ
ま
つ
た
と
こ
ろ
へ
行
合
は
せ
ま
し
た
の
で
、
マ
ク
ラ
の
オ
ク
リ
か
ら
聴
き
ま
し
た
。
弥
太

夫
さ
ん
は
危
つ
か
し
い
三
味
線
を
弾
き
な
が
ら
、
連
中
さ
ん
の
浄
る
り
を
直
す
た
め
に
、
御
自
分
で
、
そ
こ
を
語
つ
て
聞
か
し
て
お

い
で
に
な
り
ま
し
た
。
弥
太
夫
さ
ん
の
「
大
文
字
屋
」
は
、
私
が
そ
れ
ま
で
に
聴
き
馴
れ
た
も
の
と
は
、
よ
ほ
ど
風
が
ち
が
い
ま
し

た
が
、
何
と
い
ふ
う
ま
い
浄
る
り
だ
ら
う
と
、
私
は
吃
驚
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
き
な
り
弥
太
夫
さ
ん
の
浄
る
り
に
惹
き
入

れ
ら
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。〈
中
略
〉
私
は
た
ゞ
夢
中
で
聴
い
て
を
り
ま
し
た
。
弥
太
夫
さ
ん
は
憂
ひ
が
利
い
て
チ
ヤ
リ

が
ま
た
無
類
で
す
。
私
は
そ
ん
な
「
大
文
字
屋
」
を
そ
れ
ま
で
聴
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
く
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

稽
古
が
終
り
、「
連
中
」
が
帰
っ
た
後
、
弥
太
夫
と
二
人
き
り
に
な
っ
た
清
八
は
「
お
師
匠
は
ん
の
大
文
字
屋
は
ど
な
た
の
型
で
ん
ね
。

こ
ん
な
大
文
字
屋
、
わ
て
は
始
め
て
だ
す
」
と
尋
ね
る
。
弥
太
夫
の
答
え
は
「
師
匠
長
門
は
ん
の
型
や
」
で
あ
っ
た
。

弥
太
夫
が
最
初
に
師
事
し
た
の
は
、
幕
末
期
を
代
表
す
る
太
夫
の
一
人
、
三
代
目
竹
本
長
門
太
夫
（
一
八
〇
〇
│
一
八
六
四
）
で
あ
っ

た
（（
1177
））

。
実
質
的
な
文
楽
座
の
初
代
紋
下
で
あ
り
、
人
形
浄
瑠
璃
中
興
の
祖

（（
1188
））

と
い
わ
れ
て
い
る
。
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
相
三
味
線
の
三
代

目
鶴
沢
勝
七
（
？
│
一
八
五
六
）
の
代
役
に
当
時
二
八
歳
の
二
代
目
豊
沢
団
平
を
大
抜
擢
し
た
人
物
と
し
て
も
名
高
い
。
そ
の
翌
々
年
、

清
七
の
病
歿
に
よ
り
団
平
は
正
式
に
長
門
太
夫
の
相
三
味
線
と
な
る
。
不
世
出
の
義
太
夫
三
味
線
と
謳
わ
れ
る
名
人
団
平
の
最
大
の
恩
人

で
あ
っ
た
。
千
本
桜
三
段
目
「
鮓
屋
」、
権
太
が
引
込
む
「
跡
を
慕
ふ
て
」
の
箇
所
で
、
権
太
を
遣
う
初
代
吉
田
玉
造
の
腹
帯
が
裂
帛
の

気
迫
で
切
れ
た
と
い
う
あ
ま
り
に
も
有
名
な
伝
説
は
、
団
平
に
ま
つ
わ
る
逸
話
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
が
、
そ
の
時
「
鮓

屋
」
を
語
っ
た
太
夫
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
他
な
ら
ぬ
三
代
目
長
門
太
夫
で
あ
っ
た
。

三
代
目
長
門
太
夫
は
、
清
八
に
と
っ
て
は
、
自
分
が
生
ま
れ
る
以
前
に
歿
し
た
、
た
だ
た
だ
雷
名
を
伝
え
聞
く
ば
か
り
の
巨
匠
で
あ
っ
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た
。
清
八
は
弥
太
夫
の
浄
瑠
璃
を
通
し
て
三
代
目
長
門
太
夫
に
出
会
う
清
八
は
「
大
文
字
屋
」
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
、
弾
き
語
り
を
し

て
い
る
。

「
大
文
字
屋
」
を
、
今
度
は
世
話
物
を
ひ
と
つ
や
っ
て
み
よ
う
と
。
こ
れ
も
弥
太
夫
さ
ん
の
、
な
ん
、
で
あ
り
ま
す
、
こ
れ
は
師
匠
、

申
し
て
い
ら
れ
ま
し
た
、
西
横
堀
の
文
楽
座
の
芝
居
が
あ
っ
た
と
き
に
、
長
門
さ
ん
が
お
や
り
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
安
政
三
年
五

月
五
日
よ
り
、
こ
の
「
大
文
字
屋
」
を
や
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
三
代
目
の
長
門
太
夫
さ
ん
が
、
ご
存
知
の
通
り
弥
太
夫
さ
ん
の
お
師

匠
さ
ん
に
な
り
ま
す
、
そ
の
方
が
や
り
は
っ
た
ん
を
覚
え
て
、
そ
れ
を
師
匠
が
自
分
の
十
八
番
に
し
て
ご
ざ
っ
た
。
私
は
と
て
も
そ

の
影
法
師
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
覚
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

―
―
第
一
回
【
10
】

弥
太
夫
の
型
と
し
て
弾
き
語
り
を
し
た
菅
原
二
段
目
「
道
明
寺
」
と
伊
賀
越
八
つ
目
「
岡
崎
」
に
つ
い
て
も
、
清
八
は
次
の
よ
う
に
解

説
し
て
い
る
。

こ
れ
は
五
代
目
竹
本
弥
太
夫
様
の
型
で
あ
り
ま
す
。〈
中
略
〉
長
門
太
夫
と
い
う
お
方
は
、
三
代
目
の
、
ご
存
知
の
通
り
名
人
の
豊

沢
団
平
さ
ん
を
引
き
上
げ
た
お
方
で
あ
る
。
で
、
団
平
さ
ん
は
長
門
さ
ん
に
は
大
変
恩
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
お
方
の
型
で
あ

り
ま
す
。

―
―
第
一
回
【
９
】

伊
賀
八
、
こ
れ
も
や
は
り
五
代
目
竹
本
弥
太
夫
さ
ん
の
ん
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ど
な
た
の
型
や
い
う
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
長
門
さ
ん

の
型
で
あ
り
ま
す
。
で
足
取
り
が
速
い
ん
で
す
。
長
門
さ
ん
ち
ゅ
う
人
は
い
ら
ん
所
は
パ
ッ
パ
と
や
っ
て
、
こ
こ
っ
ち
ゅ
う
所
を
も

っ
て
あ
る

ママ

ママ

い
た
そ
う
で
す
。

―
―
第
一
回
【
22
】
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弥
太
夫
の
稽
古
で
覚
え
た
も
の
と
し
て
、『
叶
聞
書
』
に
は
次
の
演
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

聴
か
し
て
戴
い
た
も
の
は
沢
山
に
ご
ざ
い
ま
す
が
、
覚
え
ま
し
た
の
は
「
大
文
字
屋
」「
岡
崎
」「
沼
津
」「
弥
作
鎌
腹
」「
赤
垣
出
立
」

「
橋
本
」「
沓
掛
村
」「
引
窓
」「
紙
治
茶
屋
」「
道
明
寺
」「
岩
井
風
呂
」「
肉
附
面
」
な
ど
で
、
私
も
連
中
さ
ん
に
お
稽
古
い
た
し
ま

す
時
は
、
及
ば
ぬ
な
が
ら
も
、
以
上
の
も
の
は
弥
太
夫
さ
ん
の
風
を
お
伝
へ
し
て
ゐ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
中
か
ら
三
段
を
清
八
は
演
奏
し
た
の
で
あ
っ
た
。

第
一
回
録
音
で
清
八
が
取
り
上
げ
た
も
う
一
人
、
二
代
目
鶴
沢
重
造
（
一
八
三
六
│
一
九
一
〇
）
は
『
叶
聞
書
』
に
全
く
登
場
し
な
い
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
幕
末
か
ら
明
治
期
の
人
形
浄
瑠
璃
を
通
史
的
に
扱
う
岩
波
講
座
『
歌
舞
伎
・
文
楽
　
第
九
巻
』（
一
九
九
八
・
三
）
や

同
『
歌
舞
伎
・
文
楽
　
第
十
巻
』（
一
九
九
七
・
一
二
）
所
収
の
諸
論
考
で
も
全
く
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
三
味
線
弾
き
で
あ
る
。

清
八
は
「
河
庄
」
の
弾
き
語
り
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
や
り
ま
す
の
ん
は
、
こ
れ
は
上
町
の
重
造
、
そ
の
方
の
型
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
方
の
御
連
中
に
〈
中
略
〉
里
篤
さ
ん
ち
ゅ
う
人
が

お
り
ま
し
た
。〈
中
略
〉
そ
の
里
篤
さ
ん
ち
ゅ
う
人
の
十
八
番
で
あ
り
ま
し
た
。
非
常
に
よ
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
は
、
今
の
重
造

の
お
父
つ
ァ
ん
が
新
呂
太
夫
で
、
は
ら
は
ら
（（
1199
））

の
次
の
呂
太
夫
、
そ
の
人
の
お
父
つ
ァ
ん
に
な
り
ま
す
、
今
の
重
造
さ
ん
の
お
祖
父

さ
ん
な
ん
で
す
な
、
そ
の
方
が
や
か
ま
し
い
お
方
で
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
方
の
型
で
あ
り
ま
す
そ
う
で
す
。

―
―
第
一
回
【
27
】

こ
こ
で
の
解
説
に
は
、
清
八
に
し
て
は
珍
し
い
こ
と
な
の
だ
が
、
人
物
関
係
に
混
乱
が
あ
る
。「
上
町
の
重
造
」
と
は
、『
増
補
浄
瑠
璃

大
系
図

（（
2200
））

』
に
「
重
造
門
弟
に
て
上
町

・・

・・

の
住
居
な
り
」（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
る
二
代
目
重
造
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、『
義
太
夫
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名
人
の
型
』
録
音
当
時
の
重
造
は
四
代
目
（
一
八
九
九
│
一
九
八
七
）
で
あ
り
、
四
代
目
重
造
の
祖
父
に
し
て
、
二
代
目
豊
竹
呂
太
夫

（
一
八
五
七
│
一
九
三
〇
）
の
父
親
と
い
う
の
は
、
初
代
重
造
（
一
八
二
二
│
一
八
七
二
）
な
の
で
あ
る
。『
義
太
夫
年
表
　
明
治
篇
』

（
以
下
『
明
治
篇
』）
は
初
代
の
通
称
を
「
後
豊
後
町
重
造
」
と
記
し
て
い
る

（（
2211
））

。
清
八
が
、
四
代
目
重
造
の
祖
父
「
後
豊
後
町
重
造
」
を

「
上
町
重
造
」
で
あ
る
と
思
い
違
い
を
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
で
あ
っ
た
の
か
は
、「
里
篤
」
な
る
人
物
に
つ
い
て
調
べ
が
つ

い
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
現
時
点
で
は
確
定
し
難
い
。
た
だ
し
、
清
八
が
弾
き
語
り
の
対
象
と
し
た
重
造
と
し
て
、
よ
り
可
能
性
が
高

い
の
は
、
二
代
目
の
方
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
御
霊
文
楽
座
時
代
の
弥
太
夫
の
相
三
味
線
を
勤
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

重
造
の
事
跡
は
、
初
代
・
二
代
目
と
も
に
、
多
く
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
二
代
目
が
名
跡
を
相
続
し
た
時
期
す
ら
、
正
確
な
年
月
は

未
詳
と
な
っ
て
い
る
。

二
代
目
重
造
は
、『
明
治
篇
』
に
拠
れ
ば
、
前
名
の
四
代
目
鶴
沢
浅
造
を
名
乗
っ
て
い
た
あ
る
一
時
期
、
因
講

（（
2222
））

か
ら
も
退
き
、
素
人
を

相
手
に
稽
古
を
し
て
い
た
ら
し
い
。
文
楽
座
へ
復
帰
し
た
の
は
二
代
目
襲
名
後
の
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
正
月
、
重
造
は
四
四
歳
で
あ

っ
た
。
そ
の
技
量
は
確
か
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
翌
年
六
月
の
番
付
で
は
、
早
く
も
三
味
線
の
中
軸
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
十

六
年
正
月
の
番
付
で
は
文
楽
座
三
味
線
の
第
四
位
（
上
位
か
ら
二
代
目
団
平
・
五
代
目
豊
沢
広
助
・
二
代
目
鶴
沢
勝
七
）
と
な
る
が
、
同

年
六
月
か
ら
は
病
気
で
休
座
し
て
し
ま
う
。
九
月
興
行
は
、
番
付
に
名
前
は
見
え
る
も
の
の
、
重
造
に
代
わ
っ
て
弥
太
夫
の
相
三
味
線
を

二
代
目
豊
沢
大
助
が
、
十
一
月
興
行
は
勝
七
が
勤
め
る
。
そ
し
て
、
翌
十
七
年
正
月
に
至
り
番
付
面
か
ら
重
造
の
名
前
が
消
え
る
。
舞
台

を
引
退
し
て
か
ら
は
、
再
び
素
人
の
稽
古
に
当
る
一
方
、
五
代
目
豊
沢
広
助
（
一
八
三
一
│
一
九
〇
四
）
歿
後
は
因
講
の
後
見
を
勤
め
て

い
た
と
い
う
。
人
望
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

前
述
の
ご
と
く
、『
叶
聞
書
』
に
は
弥
太
夫
の
稽
古
で
清
八
が
覚
え
た
と
い
う
十
数
段
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
「
紙
治
茶

屋
」、
す
な
わ
ち
「
河
庄
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。
か
つ
て
弥
太
夫
の
相
三
味
線
で
あ
っ
た
二
代
目
重
造
が
「
河
庄
」
に
は
一
家
言
あ
る

「
や
か
ま
し
い
お
方
」
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
稽
古
の
中
で
弥
太
夫
が
そ
の
事
に
言
及
す
る
の
は
自
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
と
い
え
な
い
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だ
ろ
う
か
。
い
さ
さ
か
唐
突
な
感
の
あ
る
「
上
町
重
造
の
型
」
弾
き
語
り
も
、
弥
太
夫
を
介
し
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
筋

は
通
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
義
太
夫
　
名
人
の
型
』
第
一
回
録
音
は
、
明
治
三
十
二
年
頃
か
ら
五
代
目
弥
太
夫
が
歿
す
る
明
治
三
十
六
年
十
月
ま
で
の
、
清
八
が

弥
太
夫
か
ら
受
け
た
稽
古
の
中
で
覚
え
た
「
型
」
の
弾
き
語
り
だ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

５
　
第
二
回
録
音

第
二
回
録
音
で
清
八
が
取
り
上
げ
た
の
は
、
収
録
順
に
、
三
代
目
竹
本
大
隅
太
夫
（
一
八
五
四
│
一
九
一
三
）、
竹
本
摂
津
大
掾
（
二

代
目
竹
本
越
路
太
夫
、
一
八
三
六
│
一
九
一
七
）、
三
代
目
竹
本
越
路
太
夫
（
一
八
六
五
│
一
九
二
四
）
の
三
人
で
あ
っ
た
。
改
め
て
断

る
ま
で
も
な
く
、
摂
津
大
掾
（
二
代
目
越
路
太
夫
）
と
三
代
目
大
隅
太
夫
は
、
近
現
代
の
人
形
浄
瑠
璃
史
上
、
最
も
重
要
視
さ
れ
て
き
た

太
夫
で
あ
る
。
摂
津
大
掾
が
歿
し
た
直
後
の
刊
行
と
な
る
前
出
『
義
太
夫
大
鑑
』
の
時
点
で
、
既
に
二
人
は
次
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。

惟
ふ
に
時
代
は
幾
多
の
傑
物
を
輩
出
す
る
。
さ
れ
ど
時
代
を
代
表
し
得
る
も
の
は
僅
か
に
群
雄
中
の
一
、
二
人
で
あ
る
。
明
治
時
代

の
代
表
人
物
と
し
て
は
、
越
路
と
大
隅
の
両
人
を
数
ふ
べ
し
。

明
治
期
の
人
形
浄
瑠
璃
に
対
す
る
こ
う
し
た
捉
え
方
は
、
基
本
的
に
は
現
在
で
も
変
ら
な
い
。

三
代
目
越
路
太
夫
は
摂
津
大
掾
の
高
弟
で
あ
り
、
大
掾
引
退
後
、
次
代
の
文
楽
座
紋
下
と
な
っ
た
。
明
治
後
半
か
ら
大
正
に
か
け
て
、

文
楽
で
如
何
に
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
は
、
例
え
ば
八
代
目
竹
本
綱
大
夫
（
一
九
〇
四
│
一
九
六
九
）
の
回
想

（（
2233
））

か
ら
も
窺
い
知
る
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こ
と
が
で
き
る
。

私
の
師
匠
は
若
い
自
分
か
ら
、
非
常
に
越
路
師
匠
を
崇
拝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
及
ば
ず
な
が
ら
も
、
文
楽
の
大ママ

ママ

夫
と
な
っ
た
以
上
、

三
代
目
の
越
路
大ママ

ママ

夫
ほ
ど
の
名
人
に
な
り
た
い
。
い
わ
ば
越
路
師
匠
を
自
分
の
将
来
の
目
標
に
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い

か
。〈
中
略
〉
本
当
に
自
分
の
芸
の
到
達
す
る
最
後
の
理
想
と
さ
れ
て
い
た
の
は
越
路
師
匠
で
、
私
達
弟
子
ど
も
を
つ
か
ま
え
て
も
、

よ
く
「
如
何
な
る
場
合
で
も
、
越
路
師
匠
の
芸
だ
け
は
絶
対
に
聞
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ど
ん
な
語
り
も
の
で
も
聞
き
の
が
さ

ぬ
よ
う
に
…
」
と
訓
え
て
お
り
ま
し
た
。

贅
言
な
が
ら
、
八
代
目
綱
大
夫
の
師
匠
と
は
、
昭
和
三
十
年
に
重
要
無
形
文
化
財
「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
太
夫
」
の
認
定
（
第
一
次
）
を

受
け
た
豊
竹
山
城
少
掾
（
二
代
目
豊
竹
古
靱
太
夫
、
一
八
七
八
│
一
九
六
七
）
で
あ
る
。

第
二
回
録
音
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
三
人
の
略
歴
を
、
改
名
の
年
月
を
中
心
に
確
認
し
て
お
く
。

竹
本
摂
津
大
掾
は
、
五
代
目
竹
本
春
太
夫
門
弟
で
、
初
名
は
南
部
太
夫
。
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
か
ら
二
代
目
竹
本
越
路
太
夫
を
名

乗
り
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
四
八
歳
で
文
楽
座
紋
下
と
な
る
。
明
治
三
十
六
年
正
月
に
六
代
目
春
太
夫
を
襲
名
し
、
同
年
五
月
に

は
摂
津
大
掾
を
受
領
す
る
。
引
退
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
四
月
で
あ
っ
た
。

三
代
目
大
隅
太
夫
も
五
代
目
春
太
夫
門
弟
で
、
初
名
は
春
子
太
夫
。
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
か
ら
二
代
目
団
平
が
相
三
味
線
と
な

り
、
三
代
目
大
隅
太
夫
と
改
名
す
る
。
大
正
二
年
七
月
に
巡
業
中
の
台
湾
で
客
死
し
た
。

三
代
目
越
路
太
夫
は
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
摂
津
大
掾
（
当
時
二
代
目
越
路
太
夫
）
に
入
門
、
明
治
三
十
一
年
正
月
に
六
代
目

竹
本
文
字
太
夫
、
明
治
三
十
六
年
正
月
に
三
代
目
越
路
太
夫
を
襲
名
す
る
。
摂
津
大
掾
引
退
後
の
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
二
月
に
は
文

楽
座
の
紋
下
と
な
っ
た
。
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第
二
回
録
音
で
特
徴
的
な
の
は
、「
型
」
を
示
す
た
め
に
選
ば
れ
た
演
奏
の
多
く
が
、
御
霊
文
楽
座
で
の
本
興
行
と
結
び
つ
い
て
い
る

点
で
あ
る
。
対
象
と
な
っ
た
演
奏
の
興
行
年
月
が
録
音
の
中
で
明
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
佐
太
村
」「
新
口
村
」「
山
科
閑
居
」「
小
坂
部

館
」
で
あ
る
。
初
日
の
日
付
に
至
る
ま
で
、『
明
治
篇
』
と
の
齟
齬
は
な
い
。『
義
太
夫
　
名
人
の
型
』
録
音
当
時
、『
明
治
篇
』
は
未
刊

で
あ
っ
た
。
清
八
自
身
の
手
控
え
の
確
実
さ
が
う
か
が
え
る
。
以
下
の
引
用
は
「
佐
太
村
」
の
み
安
原
仙
三
に
よ
る
口
述
で
あ
る
。

最
初
は
菅
原
の
「
佐
太
村
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
明
治
三
十
八
年
正
月
二
日
初
日
で
御
霊
文
楽
座
に
お
い
て
三
世
竹
本
大
隅

太
夫
、
三
世
鶴
沢
清
六
の
二
人
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
ま
し
た
も
の
を
、
清
八
師
匠
が
勉
強
さ
れ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

―
―
第
二
回
【
１
】

「
傾
城
恋
飛
脚
新
口
村
」
を
、
い
ま
安
原
様
の
お
頼
み
に
よ
っ
て
や
ら
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
ら
明
治
三
十
九
年
四
月
十
八
日
御

霊
文
楽
座
で
あ
っ
た
ん
で
す
、
大
掾
師
匠
が
や
ら
れ
た
。

―
―
第
二
回
【
８
】

こ
の
九
段
目
は
、
明
治
四
十
年
三
月
一
日
初
日
、
五
月
十
日
ま
で
六
九
日
間
興
行
し
た
ん
で
す
。〈
中
略
〉
こ
の
と
き
は
ず
っ
と
前

か
ら
通
し
、
通
し
と
申
し
ま
す
と
忠
臣
蔵
「
大
序
」
か
ら
ず
っ
と
「
両
国
勢
揃
」
ま
で
、「
敵
討
」
も
仕
舞
う
て
「
勢
揃
」
ま
で
、

確
か
や
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
や
っ
ぱ
り
大
掾
、
摂
津
の
大
掾
さ
ん
が
や
っ
て
、
六
代
目
豊
沢
広
助
は
ん
、
後
で
絃
阿
弥
に
な
っ
た
人

で
す
、
や
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
ん
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
そ
の
後
ま
た
、
明
治
四
十
五
年
五
月
十
三
日
よ
り
、
や
り
は
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
て
も
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

―
―
第
二
回
【
32
】

蝶
花
形
八
つ
目
、
蝶
八
で
あ
り
ま
す
わ
ね
。
こ
れ
は
明
治
三
十
五
年
九
月
十
七
日
初
日
、
こ
の
時
に
三
代
目
の
越
路
さ
ん
で
す
な
、
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そ
の
人
が
文
字
太
夫
い
う
た
時
で
す
わ
、
文
字
太
夫
。
そ
れ
か
ら
六
代
目
の
吉
兵
衛
さ
ん
が
吉
弥
ち
ゅ
う
た
で
す
。
そ
の
時
に
や
っ

た
型
で
あ
り
ま
す
。

―
―
第
二
回
【
33
】

残
る
「
高
野
山
」
と
「
市
若
初
陣
」
の
内
、
上
演
年
月
が
推
定
で
き
る
の
は
和
田
合
戦
三
段
目
「
市
若
初
陣
」
で
あ
る

（（
2244
））

。
摂
津
大
掾
が

文
楽
座
で
「
市
若
初
陣
」
を
語
っ
た
の
は
、
二
代
目
越
路
太
夫
時
代
の
明
治
二
十
四
年
二
月
、
明
治
二
十
八
年
十
一
月
、
明
治
三
十
五
年

六
月
の
三
回
で
あ
っ
た
。
清
八
の
年
齢
、
お
よ
び
第
二
回
録
音
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
他
の
演
目
の
興
行
年
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
可
能
性

と
し
て
高
い
の
は
明
治
三
十
五
年
六
月
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
五
段
は
、
興
行
中
に
清
八
が
勉
強
し
た
「
型
」
を
弾
き
語
り
で
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
味
線
も
併
せ
、
上
演
年
順

に
掲
出
し
て
お
く
。

『
和
田
合
戦
女
舞
鶴
』
市
若
初
陣
　
明
治
三
十
五
年
六
月
　
　
二
代
目
竹
本
越
路
太
夫
・
五
代
目
野
沢
吉
兵
衛

『
蝶
花
形
名
歌
島
台
』
小
坂
部
館
　
明
治
三
十
五
年
九
月
　
　
六
代
目
竹
本
文
字
太
夫
・
七
代
目
野
沢
吉
弥

『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
佐
太
村
　
　
明
治
三
十
八
年
正
月
　
　
三
代
目
竹
本
大
隅
太
夫
・
三
代
目
鶴
沢
清
六

『
恋
飛
脚
大
和
往
来
』
新
口
村
　
　
明
治
三
十
九
年
四
月
　
　
竹
本
摂
津
大
掾
・
六
代
目
豊
沢
広
助

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
山
科
閑
居
　
明
治
四
十
年
三
月
　
　
　
竹
本
摂
津
大
掾
・
六
代
目
豊
沢
広
助

苅
萱
五
段
目
「
高
野
山
」
に
つ
い
て
、
清
八
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
次
に
苅
萱
。「
高
野
山
」
の
山
を
や
ら
し
て
も
ら
い
ま
す
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
が
や
っ
ぱ
り
大
掾
師
匠
に
教
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え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
こ
な
い
だ
死
ん
だ
南
部
太
夫
の
、
も
一
つ
前
の
南
部
太
夫
、
え
え
南
部
太
夫
で
す
、
そ
の
人
で
弾
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
、
文
楽
で
。

―
―
第
二
回
【
12
】

昭
和
二
十
五
年
当
時
の
「
も
一
つ
前
の
南
部
太
夫
」
と
は
三
代
目
竹
本
南
部
太
夫
（
一
八
六
五-

一
九
二
二
）
で
あ
り
、
明
治
三
十
九

年
六
月
御
霊
文
楽
座
で
「
高
野
山
」
を
語
っ
て
い
る
（
摂
津
大
掾
は
苅
萱
三
段
目
「
宮
守
酒
」）。
清
八
が
文
楽
座
で
南
部
太
夫
の
「
高
野

山
」
を
弾
い
た
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
興
行
で
あ
る
。
三
代
目
南
部
太
夫
は
明
治
二
十
七
年
か
ら
摂
津
大
掾
門
下
と
な
っ
て
い
た
。

本
興
行
で
の
「
高
野
山
」
出
演
に
際
し
て
、
摂
津
大
掾
か
ら
稽
古
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。『
叶
聞
書
』
に
「
南
部
さ

ん
と
二
人
で
、「
刈ママ

ママ

萱
」
の
高
野
山
の
段
を
聴
い
て
貰
ひ
に
大
掾
さ
ん
の
お
宅
に
参
つ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
時

の
興
行
に
関
わ
る
回
想
で
は
あ
る
ま
い
か
。
摂
津
大
掾
が
本
興
行
で
「
高
野
山
」
を
語
っ
た
の
は
、
清
八
が
生
れ
る
約
十
年
前
の
明
治
二

年
十
一
月
で
あ
る
。
清
八
が
確
実
に
聴
い
て
い
た
摂
津
大
掾
の
「
高
野
山
」
は
稽
古
で
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
期
は
明

治
三
十
九
年
五
月
頃
で
あ
ろ
う
。

明
治
三
十
年
代
は
御
霊
文
楽
座
の
隆
盛
期
で
あ
っ
た
。
就
中
、
摂
津
大
掾
受
領
の
披
露
興
行
が
五
月
に
行
わ
れ
た
明
治
三
十
六
年
に
は
、

年
間
の
入
場
者
数
が
明
治
期
で
は
最
高
の
数
値
に
ま
で
達
し
た
と
い
う

（（
2255
））

。
こ
の
掾
位
受
領
披
露
の
あ
っ
た
興
行
か
ら
、
三
代
目
大
隅
太
夫

が
文
楽
座
に
復
帰
す
る
。
団
平
歿
後
は
大
隅
太
夫
の
相
三
味
線
と
し
て
稲
荷
座
に
出
勤
し
て
い
た
師
匠
三
代
目
清
六
の
演
奏
を
、
清
八
は

久
し
ぶ
り
に
間
近
で
聴
く
こ
と
に
な
る
。
清
八
は
『
叶
聞
書
』
で
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

清
六
師
匠
も
暫
く
文
楽
座
を
出
て
、
大
隅
さ
ん
を
弾
い
て
ゐ
ら
れ
た
こ
の
時
代
に
、〈
中
略
〉
非
常
に
苦
し
ま
れ
た
だ
け
、
そ
れ
だ

け
腕
を
磨
か
れ
た
の
で
し
た
。
弟
子
と
し
て
生
意
気
な
こ
と
を
申
す
や
う
で
す
が
、
舞
台
で
偉
い
お
師
匠
さ
ん
が
た
の
ツ
レ
弾
き
を

い
た
し
て
を
り
ま
す
と
、
そ
の
お
師
匠
さ
ん
の
糸
の
音
が
、
右
の
耳
へ
ビ
ン
ビ
ン
響
い
て
困
る
の
で
す
。〈
中
略
〉
清
六
師
匠
が
稲
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荷
座
の
方
へ
ゆ
か
れ
な
い
さ
き
に
は
、
そ
れ
が
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
に
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
大
隅
さ
ん
と
御
一
し
よ

に
ま
た
文
楽
座
へ
帰
つ
て
こ
ら
れ
て
最
初
の
出
し
物
が
大
隅
さ
ん
の
「
壺
坂
」
で
師
匠
の
三
味
線
、
私
は
文
楽
座
に
居
残
つ
て
を
り

ま
し
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
師
匠
の
三
味
線
の
ツ
レ
弾
き
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
師
匠
の
三
味
線
の
音
が
私
の
耳
に
と
て
も
ひ
ど
く

ビ
ン
ビ
ン
響
く
の
で
、「
偉
い
も
ん
や
な
」
と
内
心
竊
か
に
私
は
驚
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

清
八
が
実
感
し
た
の
は
師
匠
清
六
の
充
実
ぶ
り
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
非
文
楽
座
系
の
芝
居
に
は
滅
多
に
出
向
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た

と
い
う
清
八
は
、
大
隅
太
夫
の
文
楽
座
出
勤

（（
2266
））

で
、
か
ね
て
か
ら
噂
に
は
聞
い
て
い
た
大
隅
太
夫
の
芸
道
へ
の
「
凝
り
固
ま
り
」
を
、
師

匠
清
六
と
の
「
火
の
出
る
や
う
な
お
稽
古
ぶ
り
」
を
通
し
て
目
の
当
り
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
回
録
音
は
、
明
治
三
十
年
代
後
半
の
御
霊
文
楽
座
で
の
演
奏
、
あ
る
い
は
本
興
行
と
関
り
の
深
い
演
目
が
、
弾
き
語
り
の
対
象
と

し
て
選
択
さ
れ
て
い
た
。
晩
年
の
円
熟
の
境
地
に
あ
っ
た
摂
津
大
掾
、
病
に
倒
れ
る
直
前
の
大
隅
太
夫
、
こ
の
二
人
が
同
座
し
た
明
治
三

十
六
年
か
ら
、
摂
津
大
掾
が
引
退
す
る
大
正
二
年
ま
で
の
約
十
年
間
こ
そ
、
御
霊
文
楽
座
の
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
。
第
二
回
録
音
で
弾
き

語
り
の
対
象
と
な
っ
た
演
奏
が
、
主
に
明
治
三
十
年
代
後
半
の
御
霊
文
楽
座
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、

清
八
の
生
涯
に
お
い
て
も
こ
の
時
期
が
、
明
治
期
の
「
名
人
」
達
と
同
じ
時
間
を
共
有
で
き
た
「
良
き
時
代
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

６
　
結
　
語

清
八
の
語
る
浄
瑠
璃
は
、
所
謂
「
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
」
と
は
お
よ
そ
無
縁
の
演
奏
で
あ
る
。
そ
の
気
迫
や
三
味
線
弾
き
と
し
て
は
無

類
の
巧
み
さ
故
に
、
箇
所
々
々
で
聴
く
者
の
耳
を
欹
て
さ
せ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、『
義
太
夫
　
名
人
の
型
』
に
対
す
る
評
価
は
、
清
八
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が
弾
き
語
り
を
通
し
て
示
そ
う
と
し
た
個
々
の
「
名
人
の
型
」
に
つ
い
て
の
各
論
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
現
在
そ
の

一
つ
一
つ
を
詳
細
に
検
討
で
き
る
だ
け
の
力
は
無
い
。
こ
こ
で
は
、
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
の
録
音
史
上
に
お
け
る
こ
の
レ
コ
ー
ド
の
位
置
に

関
し
て
、
若
干
の
指
摘
を
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
何
度
と
な
く
引
用
し
て
き
た
『
叶
聞
書
』
は
、
作
品
個
々
に
つ
い
て
の
芸
談
も
豊
富
で
あ
る
。
中
で
も
単
独
の
段
と
し
て
最

も
多
く
の
紙
幅
を
費
や
し
て
い
る
の
が
「
大
文
字
屋
」
で
あ
る
。
五
代
目
弥
太
夫
の
語
る
「
大
文
字
屋
」
に
驚
嘆
し
、
そ
れ
が
「
長
門
は

ん
の
型
」
で
あ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
た
と
き
の
衝
撃
と
感
動
は
、
弥
太
夫
が
歿
し
て
約
四
半
世
紀
を
経
て
も
な
お
、
清
八
の
記
憶
の
中
で
色

褪
せ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
叶
聞
書
』
で
は
、
し
ば
し
ば
「
話
者
﹇
引
用
者
注：

清
八
﹈
は
ま
た
三
味
線
を
と
り
あ
げ
て
弾

き
な
が
ら
…
…
」
と
い
っ
た
記
述
に
行
き
当
た
る
。
著
者
の
茶
谷
半
次
郎
は
清
八
か
ら
浄
瑠
璃
の
稽
古
を
受
け
て
お
り
、
そ
こ
で
「
稽
古

の
あ
ひ
間
に
、
脈
絡
も
な
く
師
の
語
る
芸
談
や
、
懐
旧
談
を
試
み
に
、
書
き
止
め
て
み
た
」
の
が
『
叶
聞
書
』
で
あ
っ
た
。「
大
文
字
屋
」

に
関
わ
る
箇
所
も
ま
た
弾
き
語
り
を
交
え
た
芸
談
で
あ
る
。

格
子
先
へ
忍
ん
で
来
た
伝
九
郎
が
、
首
尾
は
い
か
に
と
権
八
へ
合
図
に
題
号
を
と
な
へ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
弥
太
夫
さ
ん
の
「
題
号
」

は
そ
の
軽
妙
な
こ
と
神
品
と
申
す
ほ
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も
そ
の
通
り
に
は
や
れ
ま
せ
ん
が
、
ち
よ
つ
と
、
か
う
い
ふ

呼
吸
で
し
た
。〈
中
略
〉

こ
ん
な
私
の
語
る
や
う
な
の
で
は
な
く
、
全
く
息
も
つ
け
さ
せ
ぬ
ほ
ど
う
ま
い
も
の
で
し
た
。
今
で
も
耳
に
残
つ
て
ゐ
ま
す
。

日
本
国
内
で
の
レ
コ
ー
ド
録
音
は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
始
ま
る
。
第
一
回
録
音
で
「
型
」
の
対
象
と
な
っ
た
五
代
目
弥
太

夫
は
明
治
三
十
二
年
に
、
二
代
目
重
造
は
明
治
十
七
年
に
引
退
し
て
い
た
。
そ
も
そ
も
自
分
の
演
奏
を
録
音
で
き
る
環
境
に
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
内
、
よ
り
興
味
深
い
の
は
、「
情
語
り
の
名
人
」
と
い
わ
れ
た
弥
太
夫
の
「
型
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
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れ
に
加
え
、
清
八
個
人
の
体
験
と
し
て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
「
大
文
字
屋
」
が
、
部
分
的
で
は
あ
る
に
せ
よ
清
八
の
弾
き
語
り
で
録
音

さ
れ
、『
叶
聞
書
』
の
記
述
を
検
証
で
き
る
と
い
う
こ
と
の
意
義
も
ま
た
大
き
い
と
い
え
る

（（
2277
））

。

一
方
、
録
音
の
稀
少
性
と
い
う
点
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
三
代
目
越
路
太
夫
の
「
型
」
弾
き
語
り
で
あ
ろ
う
。
文
楽
座
の
歴
代
の

紋
下
で
、
世
代
的
に
録
音
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
二
代
目
竹
本
越
路
太
夫
（
竹
本
摂
津
大
掾
）、
三
代
目
竹
本
越
路
太
夫
、
三
代
目
竹
本

津
太
夫
、
二
代
目
豊
竹
古
靱
太
夫
（
豊
竹
山
城
少
掾
）
で
あ
る
。
こ
の
四
人
の
中
で
は
三
代
目
越
路
太
夫
だ
け
が
録
音
を
残
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
確
か
に
晩
年
は
病
気
が
ち
だ
っ
た
と
は
い
え
、
越
路
太
夫
が
亡
く
な
る
二
年
前
に
急
逝
し
た
三
代
目
清
六
に
は
一
段
全
曲
の

録
音
が
六
種
類
あ
る
。
録
音
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
し
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。
文
楽
座
の
紋
下
で
あ
っ
た
以
上
、
三
代
目
越
路
太

夫
が
一
時
代
を
代
表
す
る
太
夫
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
後
世
へ
の
影
響
力
も
、
例
え
ば
山
城
少
掾
が
「
修
行
中
は
い
つ
も

越
路
さ
ん
を
目
標
に
し
て
を
り
ま
し
た

（（
2288
））

」
と
回
顧
す
る
ほ
ど
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
し
た
知
識
が
実
感
と
し

て
掴
み
難
い
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
現
実
の
「
音
」
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。

三
代
目
越
路
太
夫
（
文
字
太
夫
）
の
蝶
花
形
「
小
坂
部
館
」
に
つ
い
て
清
八
は
「
と
に
か
く
そ
の
時
﹇
引
用
者
注：

明
治
三
十
五
年
九

月
御
霊
文
楽
座
﹈
え
ら
い
人
気
で
あ
り
ま
し
た
」
と
述
べ
、「
あ
の
時
の
ち
ょ
っ
と
よ
か
っ
た
所
」（
第
二
回
【
33
】）
五
箇
所
を
演
奏
し

て
い
る
。
杉
山
其
日
庵
『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
』
も
文
字
太
夫
時
代
の
越
路
太
夫
が
語
っ
た
同
じ
「
小
坂
部
館
」
に
言
及
し
て
い
る
。
実
の

と
こ
ろ
、
両
者
が
称
賛
す
る
箇
所
は
一
致
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
と
も
か
く
も
強
く
印
象
に
残
る
舞
台
で
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
小
坂

部
館
」
は
『
義
太
夫
　
名
人
の
型
』
の
中
で
最
も
収
録
時
間
が
短
い
。
奏
演
内
容
も
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
余
り
に
断
片
的
で
あ
る
。

越
路
太
夫
の
「
矢
声
」
の
鋭
さ
な
ど
、
既
に
諸
書
で
指
摘
さ
れ
る
特
徴
が
繰
り
返
さ
れ
て
も
い
る
。
そ
う
し
た
点
を
差
引
い
て
も
な
お
、

三
代
目
越
路
太
夫
の
具
体
像
を
今
日
の
我
々
が
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
清
八
の
証
言
が
貴
重
な
資
料
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
異

論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
義
太
夫
　
名
人
の
型
』
は
「
さ
わ
り
集
」
で
は
な
か
っ
た
。
録
音
さ
れ
て
い
る
奏
演
箇
所
も
、「
小
坂
部
館
」
を
例
外
と
し
て
、
あ
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る
程
度
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
高
野
山
」
で
は
、
実
際
の
上
演
時
間
も
三
〇
分
前
後
の
短
い
段
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
行
の
ほ
ぼ
三
分
の
二
が
収
録
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

苅
萱
五
段
目
「
高
野
山
」
は
、
昭
和
三
十
二
年
五
月
道
頓
堀
文
楽
座
以
降
、
本
興
行
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
今
日
で
は
上
演

が
遠
の
い
て
い
る
段
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｐ
時
代
を
含
め
、
正
規
に
発
売
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
段
で
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
高
野

山
」
自
体
は
稀
曲
と
は
い
え
な
い
。
今
で
も
多
く
の
太
夫
が
普
通
に
語
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
の
上
演
実
績
が
皆
無
な
の
で
、

放
送
録
音
を
含
め
、
一
般
に
は
演
奏
を
聴
く
こ
と
す
ら
最
も
困
難
な
曲
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

（（
2299
））

。『
義
太
夫
　
名
人
の
型
』
所
収
の
「
高

野
山
」
は
、
お
そ
ら
く
現
存
す
る
最
も
古
い
演
奏
記
録
で
あ
る
。
録
音
数
の
寡
少
さ
を
考
慮
す
れ
ば
、
た
と
え
弾
き
語
り
で
あ
っ
て
も
、

音
声
資
料
と
し
て
の
価
値
を
過
小
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
一
回
の
演
奏
終
了
後
、
安
原
仙
三
は
「
七
十
一
歳
の
ご
老
齢
を
以
っ
て
、
し
か
も
四
時
間
半
と
い
う
の
を
ぶ
っ
続
け
で
や
っ
て
い
た

だ
い
た
の
で
、
非
常
に
お
疲
れ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
第
一
回
【
34
】）
と
述
べ
て
い
る
。
第
二
回
録
音
も
「
約
五
時
間
ぶ
っ
続
け
」

（
第
二
回
【
32
】）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
数
年
前
に
両
手
を
傷
め
、
し
か
も
片
目
を
失
明
し
て
い
た
清
八
に
と
っ
て
楽
な
仕
事
で
は
な
か
っ

た
に
違
い
な
い
。
事
実
、
録
音
の
中
で
清
八
は
弁
明
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

半
分
ぐ
ら
い
は
お
師
匠
さ
ん
の
こ
と
を
や
っ
て
ま
す
け
ど
、
お
師
匠
さ
ん
の
通
り
に
は
や
れ
ま
せ
ん
。
け
ど
、
こ
う
い
う
も
ん
で
あ

る
こ
と
を
お
分
り
下
さ
っ
た
ら
結
構
で
あ
り
ま
す
。

―
―
第
一
回
【
７
】

私
が
今
こ
れ
を
示
し
て
や
っ
た
と
こ
で
、
師
匠
方
の
や
っ
て
は
る
も
う
ホ
ン
マ
に
十
分
の
一
も
や
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も

で
す
な
、
手
数
だ
け
、
マ
ア
や
り
は
っ
た
だ
け
の
こ
と
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

―
―
第
二
回
【
７
】

137 二代目鶴沢清八『義太夫　名人の型』



旅
か
ら
帰
っ
て
す
ぐ
で
あ
り
ま
ん
の
で

（（
3300
））

、
マ
ア
も
ち
っ
と
は
や
れ
る
の
で
す
が
、
や
れ
ま
へ
ん
。
マ
ア
こ
ん
な
も
ん
で
、
そ
れ
よ
か

節
の
こ
と
と
心
の
や
り
方
だ
け
取
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
幸
甚
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

―
―
第
二
回
【
12
】

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
お
の
れ
に
対
す
る
も
ど
か
し
さ
を
吐
露
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
所
以
は
、
は
た
し
て
肉
体
的
な
衰
え
だ
け

だ
っ
た
ろ
う
か
。
か
つ
て
自
分
が
仰
ぎ
見
た
数
多
の
先
師
と
同
じ
齢
に
達
し
、
あ
る
い
は
そ
の
齢
を
越
え
て
な
お
、
そ
の
芸
域
に
は
遠
く

至
り
得
な
い
と
い
う
自
覚
。
改
め
て
身
に
堪
え
る
の
は
「
名
人
」
と
い
う
こ
と
ば
の
重
さ
で
は
な
か
っ
た
か
。
若
き
日
の
清
八
に
と
っ
て

三
代
目
長
門
太
夫
が
名
声
の
み
を
伝
え
聞
く
巨
匠
で
し
か
な
か
っ
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
は
半
ば
忘
れ
去
ら
れ
、
あ
る
い
は
伝
説
上
の
存
在

と
な
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
明
治
期
の
紛
れ
も
な
い
「
名
人
」
た
ち
。
録
音
を
残
せ
な
か
っ
た
弥
太
夫
・
重
造
、
残
さ
な
か
っ
た
越
路
太
夫
。

摂
津
大
掾
に
し
て
も
録
音
は
廿
四
孝
「
十
種
香
」
の
み
で
あ
り
、
清
八
が
取
り
上
げ
た
「
新
口
村
」「
高
野
山
」「
市
若
初
陣
」「
山
科
閑

居
」
の
録
音
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
大
隅
太
夫
も
ま
た
「
佐
太
村
」
の
レ
コ
ー
ド
は
な
い
。『
義
太
夫
　
名
人
の
型
』
は
安
原
仙
三
の
委

嘱
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
清
八
を
「
四
時
間
半
と
い
う
の
を
ぶ
っ
続
け
で
」
録
音
さ
せ
た
の
は
、
自
分
に
と
っ
て
身

近
な
存
在
で
あ
っ
た
は
ず
の
「
名
人
」
た
ち
、
そ
の
片
鱗
、「
節
の
こ
と
」「
手
数
だ
け
」
で
あ
っ
て
も
後
世
へ
伝
え
た
い
と
い
う
誠
心
だ

っ
た
に
違
い
な
い
。『
義
太
夫
　
名
人
の
型
』
は
隻
眼
の
老
文
楽
三
味
線
に
よ
る
「
明
治
文
楽
」
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。

注

(

1)

『
義
太
夫
節
の
様
式
展
開
』
ア
カ
デ
ミ
ア
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
（
一
九
八
六
・
一
一
）
は
、「
第
一
二
章
口
伝
情
報
集
成
」
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
所
蔵
音
源
「
風

の
実
演
」
と
し
て
い
る
。

(

2)

東
京
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
所
蔵
。
二
分
冊
の
形
で
製
本
さ
れ
て
い
る
。
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(

3)

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
編
『
音
盤
目
録
Ⅰ
』（
一
九
六
六
・
三
）
未
登
録
。

(
4)

オ
ー
プ
ン
テ
ー
プ
を
収
め
た
紙
箱
に
は
転
写
時
の
メ
モ
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
例
え
ば
「
大
文
字
屋
」
の
録
音
に
つ
い
て
「
重
複
の
場

所
も
多
い
が
レ
コ
ー
ド
の
順
に
そ
の
ま
ま
と
っ
て
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
原
盤
か
ら
直
接
転
写
し
た
の
は
確
実
と
思
わ
れ
る
。

(

5)
初
出
は
昭
和
七
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
の
『
文
芸
春
秋
』『
週
刊
朝
日
』。
茶
谷
半
次
郎
『
聞
書
芸
と
文
学
』
全
国
書
房
（
一
九
四
二
）、
後
に
同

『
文
楽
聞
書
』
全
国
書
房
（
一
九
四
六
）
に
収
録
。

(

6)

一
九
六
六
年
版
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
保
存
目
録
』
な
ど
で
、
音
源
を
「
キ
ン
グ
特
殊
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
録
音
が
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
で
行
わ
れ
た
こ
と

に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

(

7)

東
京
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
所
蔵
。
謄
写
版
刷
り
の
藁
半
紙
一
六
枚
を
二
つ
折
り
に
し
、
金
属
針
で
綴
じ
て
あ
っ
た
。
現
在
は
、
金
属
針
を
外
し
、

二
つ
折
り
を
開
い
た
形
で
保
管
し
て
い
る
。

(

8)

謄
写
版
刷
り
小
冊
子
（
前
注
）
に
「
レ
コ
ー
ド
に
録
音
を
五
月
二
十
九
日
と
言
つ
て
ゐ
る
が
二
十
八
日
が
正
し
い
」
と
あ
る
。『
覚
書
』
で
も
録
音

日
は
五
月
二
十
八
日
と
な
っ
て
い
る
。

(

9)

第
一
回
録
音
を
転
写
し
た
オ
ー
プ
ン
テ
ー
プ
の
最
後
に
収
録
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
周
期
ノ
イ
ズ
か
ら
同
様
に
ア
セ
テ
ー
ト
盤
に
録
音
さ
れ
て
い
た

も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
原
盤
の
詳
細
は
未
詳
。

(

10)

日
本
放
送
協
会
放
送
文
化
研
究
所
『
文
研
月
報
』
第
五
巻
一
号
（
一
九
五
五
・
一
）、
同
二
号
（
一
九
五
五
・
二
）、
同
三
号
（
一
九
五
五
・
三
）。

(

11)

第
一
回
録
音
で
も
最
終
面
【
34
】
で
清
八
が
「
そ
れ
で
は
ち
ょ
っ
と
余
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
」
と
述
べ
た
後
、
表
具
重
ね
・
他
を
演
奏
し
て
い
る
。

(

12)

「
山
科
閑
居
」・「
高
野
山
」・「
新
口
村
」・「
小
坂
部
館
」・「
市
若
初
陣
」。
東
京
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
所
蔵
の
オ
ー
プ
ン
テ
ー
プ
の
配
列
と
も
異

な
っ
て
い
る
。

（
13)

『
叶
聞
書
』、「
清
六
師
匠
（
当
時
三
代
目
鶴
沢
叶
）
の
住
居
が
、
稲
荷
の
西
門
の
北
の
方
に
あ
つ
た
の
で
、
稲
荷
座
は
す
ぐ
近
所
で
し
た
が
、
座

へ
出
這
入
り
し
て
ゐ
る
不
良
分
子
に
か
ぶ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
師
匠
が
や
か
ま
し
く
い
は
れ
る
の
で
、
滅
多
に
行
つ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
」。

(

14)

『
叶
聞
書
』、「
私
が
は
じ
め
て
お
会
ひ
し
た
頃
は
、
彦
六
座
﹇
引
用
者
注：
正
し
く
は
稲
荷
座
﹈
の
閉
座
以
後
舞
台
を
引
退
せ
ら
れ
て
、
お
素
人

の
連
中
さ
ん
の
お
稽
古
を
し
て
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。
弥
太
夫
さ
ん
は
御
裕
福
で
し
た
が
、
お
稽
古
は
懇
望
さ
れ
て
老
後
の
楽
し
み
に
な
さ
つ
て

お
い
で
に
な
る
の
で
し
た
」。
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(

15)

『
叶
聞
書
』、「
弥
太
夫
さ
ん
の
連
中
の
一
宝
さ
ん
と
申
す
お
方
は
、
そ
の
頃
御
霊
さ
ん
の
東
門
の
前
に
あ
つ
た
◯天
と
い
ふ
足
袋
屋
さ
ん
の
ご
主
人

で
、
本
名
を
山
田
利
兵
衛
さ
ん
と
申
さ
れ
ま
し
た
」。

(

16)
『
叶
聞
書
』、「
弥
太
夫
さ
ん
は
、
堀
江
に
お
住
ひ
で
し
た
が
、
お
稽
古
場
は
北
船
場
の
淀
屋
小
路
を
魚
の
棚
へ
出
る
ま
で
の
南
側
常
吉
八
郎
兵
衛

さ
ん
と
申
す
お
宅
に
な
つ
て
ゐ
て
、
そ
こ
へ
御
出
張
な
さ
つ
て
お
い
で
で
し
た
」。

(

17)

三
代
目
長
門
太
夫
歿
後
は
四
代
目
竹
本
弥
太
夫
（
一
八
一
四
│
一
八
八
六
）
門
下
。

(

18)

高
木
浩
志
「
幕
末
の
名
人
た
ち
」、
岩
波
講
座
『
歌
舞
伎
・
文
楽
　
第
九
巻
』（
一
九
九
八
・
三
）
所
収
。

(

19)

初
代
豊
竹
呂
太
夫
（
一
八
四
三
│
一
九
〇
七
）。
通
称
「
は
ら
は
ら
屋
の
呂
太
夫
」。

(

20)

四
代
目
竹
本
長
門
太
夫
『
増
補
浄
瑠
璃
大
系
図
』
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
。

(

21)

『
明
治
篇
』
所
収
の
略
伝
に
拠
る
。

(

22)

当
時
は
、
人
形
浄
瑠
璃
の
太
夫
・
三
味
線
か
ら
な
る
同
業
者
組
織
。
因
講
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
人
形
浄
瑠
璃
の
芝
居
に
は
出
演
で
き
な
い
規

約
に
な
っ
て
い
た
。

(

23)

八
代
目
竹
本
綱
大
夫
『
芸
談
か
た
つ
む
り
』
布
井
書
房
（
一
九
六
六
・
四
）。

(

24)

清
八
は
「
市
若
初
陣
」
弾
き
語
り
に
つ
い
て
「
和
田
合
戦
三
段
目
、
こ
ら
大
掾
師
匠
が
や
ら
れ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
」（
第
二
回
【
18
】）
と
し
か

述
べ
て
い
な
い
。

(

25)

倉
田
喜
弘
「
輝
け
る
明
治
文
楽
」、
岩
波
講
座
『
歌
舞
伎
・
文
楽
　
第
十
巻
』（
一
九
九
七
・
一
二
）
所
収
。

(

26)

大
隅
太
夫
は
明
治
三
十
九
年
六
月
興
行
ま
で
御
霊
文
楽
座
に
出
演
し
た
。

(

27)

木
谷
蓬
吟
『
五
世
竹
本
弥
太
夫
　
芸
の
六
十
年
』（
一
九
三
四
）
に
清
八
に
よ
る
九
演
目
の
芸
談
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
も
「
岡
崎
」「
道

明
寺
」「
大
文
字
屋
」「
河
庄
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。

(

28)

茶
谷
半
次
郎
『
山
城
少
掾
聞
書
』
和
敬
書
店
（
一
九
四
九
・
八
）。

(

29)

「
高
野
山
」
に
は
八
代
目
竹
本
綱
大
夫
・
三
代
目
豊
竹
つ
ば
め
大
夫
・
十
代
目
竹
沢
弥
七
・
二
代
目
野
沢
喜
左
衛
門
に
よ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
録
音

（
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
）
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。『
義
太
夫
　
名
人
の
型
』
所
収
の
演
目
で
は
「
小
坂
部
館
」
が
稀
曲
で
あ
ろ
う
。
四
代
目

竹
本
津
大
夫
・
鶴
沢
寛
治
に
よ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
録
音
（
昭
和
四
十
年
四
月
）
が
あ
る
。

(

30)

高
木
浩
志
編
『
文
楽
興
行
記
録
　
昭
和
篇
』
に
、
因
会
派
は
五
月
十
二
日
か
ら
「
新
潟
市
を
振
出
し
に
東
海
道
伊
勢
巡
業
」。
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〔Summary〕

“Gidayu Meijin no Kata” by TSURUZAWA Seihachi II
: Homage to Meiji Bunraku

IJIMA Mitsuru

“Gidayu Meijin no Kata” is a recording by TSURUZAWA Seihachi II (1879－
1970), a bunraku shamisen player, the purpose of which was to transmit to
future generations the different styles of gidayubushi joruri performed by
masters of the past. In this recording, TSURUZAWA Seihachi plays the shamisen
himself while performing gidayubushi joruri. Until now “Gidayu Meijin no
Kata” was known by a different name and its content was not accurately
known. This paper presents an overview of that recording.

The recording was commissioned by YASUHARA Senzo, a well-known
collector of SP records. The recording was done in two sessions: on December
12, 1949 and on May 28, 1950. The entire recording is approximately four hours
long (34 recording discs). In 1960, the Department of Performing Arts of the
National Research Institute for Cultural Properties, Tokyo purchased the
entire SP collection formerly owned by Yasuhara, but the whereabouts of this
original recording is unknown. The Department of Performing Arts now owns
a dubbed version of the original recording in four open reel tapes.

The reason that the entire reading is known as “Gidayu Meijin no Kata” is
that YASUHARA Senzo, after the second recording, said “meijin no kata.” (styles
of masters). In addition, there is a booklet that contains the lyrics and
explanations by Seihachi from the second recording (also in the collection of
the Department of Performing Arts). It is believed that YASUHARA Senzo was
involved in the compilation of this booklet that has the same title as the
recording. 

Seihachi performed four pieces in the styles of TAKEMOTO Yadayu V (1837－
1908) and TSURUZAWA Juzo II (1836－1910) in the first recording, and six pieces
in the styles of TAKEMOTO Osumidayu III (1854－1913), TAKEMOTO Settsunodaijo
(1836－1917) and TAKEMOTO Koshijidayu III (1865－1924).

There are very few recordings made by performers who died in the early
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years of the 20th century. Of the five performers mentioned above, Yadayu, Juzo
and Koshijidayu left no recordings. Although there are recordings by
Osumidayu and Settsunodaijo remaining, they did not record the pieces that
Seihachi performed. “Gidayu Meijin no Kata” includes pieces that are not often
performed today. This recording is one of the extremely important materials
for the study of the changes in performance styles of gidayu.
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